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お忙しい中を対談の機会をいただき、光栄に存じます。きょうはこれからの更生保護につ
いて、ご意見をお聞かせください。よろしくお願いします。

こちらこそよろしくお願いします。

私は令和２年の６月、広島県保護司会連合会の会長に就任しました。皆さんから「コロナ
禍のなか大変ですね」と声を掛けていただくのですが、私自身は、原点に立ち返るにはち

ょうどいい機会だと受け止めています。
例えば、葬儀にしても家族葬が主流となり、関係の深かった方たちの厳かなもの、本当に心のこも
ったお見送りになっていますし、神社の祭りはシンプルな神事のみで執り行われています。日本の
原風景とでも言いましょうか…。
さまざまな行事や営みがコロナ禍のために規模は
縮小し、これまで通りとはいかなくなった。ですが、
かえって本質ずばりのものになったように思うので
す。「神様からのギフトかな」と、あえて前向きにと
らえています。

なるほど。本当に大切なものを見よ、とい
うことでしょうね。

「人生が豊かになった」といえる保護司人生を
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更生保護 ひろしま 第781号2

うねもと やさき のりお なおみ

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　皆様におかれましては、日頃から、更生保護の諸活動に
対し御尽力を賜り、心から感謝申し上げます。
　昨年、新型コロナウイルス感染者数は増加と減少を繰り
返し、各種活動に大きな影響をもたらしましたが、皆様の御
理解と御協力、そして様々な工夫により、数多くの制約の中
においても「今できることを確実に実施する」ことで、一定の
成果を上げることができました。
　本年も引き続き、感染拡大防止に留意しつつ、満期釈放
者に対する社会復帰対策、保護司の適任者確保，県市町と
連携した再犯防止、少年法等改正への対応などを確実に
実施してまいります。
　皆様の引き続いての御理解と御協力をよろしくお願いい
たします。

新年あけましておめでとうございます！
　皆様方には新型コロナウイルス感染症拡大防止対応をめぐ
り、各種会議・広報活動・シンポジウム等の中止、縮小又は延
期などにより、過去に例のない更生保護活動にご尽力とご理
解を頂いておりますことに対し、心より御礼を申し上げます。
　今年は機関紙『更生保護ひろしま』70周年を迎えます。
70周年記念誌発行とより分かりやすく使い勝手の良い

ホームページ立ち上げを考えております。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

新年の
御挨拶

架け橋

謹んで新年の
ご挨拶を申し上げます

広島保護観察所長

山田 浩司
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私は、検察官も検察事務官も、検察
職員はもっともっと皆さんと交流を持

つべきだと考えています。
検察は犯罪を追及し、起訴して懲役何年などと
判決をもらう。そこまではわれわれの仕事です。
ですが、対象者が刑務所に入った後にどんな
生活をしているのか。刑務作業もしているだろう
し、あるいはさまざまなプログラムを受けているこ
とでしょう。そして仮釈放をもらった後は保護観
察です。例えば引受人を探す際に保護司さん
たちがどんな努力をしていらっしゃるのか、実際
の保護観察でどんな悩みをお持ちなのか。

そうした「判決のその後」が分かっていないと、
もし再犯で帰ってきた時に、どうしてこういう事
になってしまったのかがつかめないのです。で
すから、検察はもっと一連の経過を把握しなけ
ればなりません。どんな場面で、どこのどんな人
がどう関わったかを、今の私たちは知らなすぎる
のです。
本当にきちんと検察の仕事をしようと思うのな
ら、そこをもっともっと知らなければなりません。
八崎会長がいつも言われるように、保護司さ
んは体験を重ね、本当にいろんな思いをされて
おられる。特に若い検察関係者には、そこを知
ってもらいたい。

そこは私も強く期待しています。民間から
見ると正直言って、役所は仕事が多すぎ

る。それも誰が見るのか分からない資料のための資
料作成とかね。職場の雰囲気にしても、笑顔が少な
いのではと感じることがあります。
検事長はいろいろなポジションを歴任されておられ
ますが、若い方たちはまさにこれから。今のうちにぜ
ひ、この広島で、人生経験豊富な保護司、更生保
護女性会の人たちと交流を持っていただきたいで
すね。

実は私、新任保護司の皆さんに必ず披露し
ている話があります。

以前、定期便もなく、二十数家族しかいない離島で保
護観察が出たことがあり、主任官も慌てられたそうで
す。その島には女性の保護司で更生婦人会（当時の名称）の会員がおられました。主任官が
連絡を取ってみると「保護司になって十三年で初の担当です。その方はおそらく自分の教え子
でしょう。私が責任をもって担当させていただきます」と涙ながらに言われたそうです。
県内どの地域にも保護司、更生保護女性会員がいて安全・安心な地域づくりのお手伝いをし
ていること、そして満年齢で退任される保護司が皆さん本当にいい顔をして「人生が豊かにな
った」と言われるように、いつの日か皆さんも退任する時に「良かったな」と思える保護司人生を
全うしていただきたいこと。新任の皆さんには常々、その２点を話しています。

退任保護司さんがそのように思われているとは、大変うれしく思いますし、感謝申し上
げたいですね。

昨今はいろいろな出来事があります。保護司の皆さんは矜持と言いますか、確たる思
いをお持ちのなか、早期に退任したり、任命を辞退される方もおられます。ですが間違

いなく、人生が豊かになるのです。充足率の問題もありますので、官民一体となって人材確保
に取り組んでいきたいと思っています。

「開かれた検察」を目指して
検察と保護司の交流を

畝本 直美（うねもと なおみ）
昭和60年3月
同年１０月
昭和63年4月
平成11年7月
平成13年3月
平成16年9月
平成18年7月
平成21年1月
平成24年12月
平成２７年１月
平成28年6月
令和元年7月
令和2年7月　
令和3年7月　

保護司の活動を通じての思いと対話の大切さに
はじまり、現場での検察と保護司の関係など、様々
な話題で終始和やかな対談になりました。

中央大学法学部卒業
司法試験合格
東京地方検察庁 検事
法務省 刑事局付
司法研修所 教官
法務大臣 秘書官事務取扱
法務省 大臣官房 司法法制部 参事官
法務省 人権擁護局 総務課長
東京地方検察庁 総務部長
高知地方検察庁 検事正
法務省 保護局長
最高検察庁 総務部長
最高検察庁 公判部長
広島高等検察庁検事長
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畝本

畝本
主な経歴

検察庁も裁判員裁判を導入した時は「コミュニティ検察」ということで一般の方たちと交流
を図ってきました。ですが、このところ、そうした機運が薄らいでいるのは否めません。それでは

何も学べなくなる。検察行政を分かってもらい、理解を深めてもらいたい。そのために魅力ある検察、
開かれた検察を目指したいと考えています。

畝本



私、七十二になって振り返ると、本当に面白い人生だなと思っています。先ほども申
しましたように、保護司が退任する時には「やってよかった」と言って頂けますし…。

本当にそれってありがたいこと！

『更生保護ひろしま』に退任保護司の顔写真とともにコメントを掲載しています。そこ
では紹介しきれませんが、皆さん本当にいろいろな体験をされています。砂をかむよう

な思いをしたこともあれば、あえてだまされたこともあった。ただ、人を信じて頑張るだけだったと。
累犯者であれ、環境を整えてあげれば立ち直ることができるんです。対象者が若い方や特に
少年の場合、そのほとんどがきちんと更生しています。社会の一員となり、中には協力雇用主
となって保護観察対象者を雇ってくれたりもしています。そうして元少年が大人になっていく。
そのさまざまなシーンで相談にやって来ます。それこそいろんな事を持ち込んでくるのです。彼
らにとって保護司は駆け込み寺、おせっかいを焼くおじさんとおばさんなんですね。

広島県保護司会連合会も広報の在り方を変えようと考え、
まず月刊の会報誌『更生保護ひろしま』を刷新しました。それ

までは官報のようだと言われていました。
ですが、編集委員長以下編集委員を交代させると明言すると「前例
がない」「時期尚早」などと反発もありました。こちらは「あなたたちは
十年先も二十年先も同じことを言うつもりか。自分が変える。責任も
取る」と。
そうして令和３年５月号から変わりました。読みやすく、内容もより身近
なものとしています。吉川水貴編集委員長には、七十周年記念号の
発刊と魅力あるホームページの立ち上げにも取り組んでもらっていま
す。スキルのあるスタッフを集め、誰が見ても魅力あるものにと。

全面リニューアルですね。

新任保護司獲得のためにも、保護司の魅力、やりがいを分
かってもらいたい。そして発信力を磨き、次の世代にバトンタ

ッチしていく。そのためには批判を恐れず、変えるべきは変えていくつ
もりでいます。

とても大切なことですね。 私たち民間人はほとんどの
場合、その地域で暮らし続

けますが、役所の人は転勤されます。
どうしようもないことですが、それぞれ
の任地でもっと交流を深めていただ
きたいと思うのです。肩の力を抜いた
ざっくばらんで持続可能な懇談会を
しましょう。市井のうわさなど、そこで
暮らす人の方が詳しいですよ。

本当にそうですね。特に若い人たちには必要ですね。会議室での意見交換会ではない、
本音の交流会をぜひやりましょう！

よろしくお願いします。本日は貴重なお話をありがとうございました。

もちろんうまくいかない場合もありま
す。対象者は加害者であり、被害者
でもある。彼らの生活環境を見ます
と、親に見捨てられて居場所がなく、
反社会的勢力の手先にされている
実態が垣間見えたりもする。
それでも、われわれ保護司は、更生さ
せてあげようなどとおごっているつも
りはありません。これもご縁ですの
で、寄り添って人生の先輩としてアド
バイスというか、話し相手ですね。

それが大事ですね。相談し
たくても問題を抱える少年

たちの周りには相談できる大人がい
ない。孤独なんですね。おせっかいで
も一回踏み込んでいくと受け止めてく
れる。そうした関係性が大切ですね。

寄り添い、話し相手になることでおせっかいのできる関係性を

発信することで保護司の魅力、やりがいを伝える

八崎

八崎

八崎

八崎

八崎

八崎

畝本

畝本

畝本

畝本

畝本

主な経歴

更生保護 ひろしま 第781号 令和4年1月1日発行6 7

広島県豊田郡大崎上島町生まれ
総合商社入社（昭和49年まで）
八崎商店入社（昭和52年まで）
（株）八崎建材の前身八崎建築資材を創業
（株）八崎建材代表取締役（平成20年まで）
（株）ヤサキ創業　代表取締役（平成26年まで）
（株）鏡山牧場（宮崎県）会長就任
（株）ヤサキ　会長就任
竹原大崎地区保護司
同地区会長就任
広島県保護司会連合会会長就任

八崎　則男（やさき のりお）
昭和24年
昭和47年
昭和50年
昭和53年

平成20年

平成26年
平成6年　
平成14年　
令和2年　

（対談日：2021年11月17日）
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